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（承前）
2人の書き手による異なる課題実施を比較例示することで、和声実施の可能性についての探究を試
みる第3報。本稿は、宇都宮大学教育学部音楽教育専攻学生（特に3 ～ 4年生）および同程度の４声体
和声学習者を読者に想定し、その学習レヴェルに相応する難易度の課題の実施を例示する。
今回のテクストは、ポール・フォーシェ『40の和声課題集』（注）から、第5番（Basse donnée）である。
 （音名・調名の表記にはドイツ語を用いる。）
このBasse donnéeは、c-Moll、2/2拍子、Moderato、39小節の楽曲である。
これは、2つの主題旋律の同時的組み合わせという、典型的な対位法的処理を前提とした課題である。
課題バスの冒頭より第3小節初音までの旋律（c-Moll）と、第7小節2拍目より第8小節2拍目までの旋
律（g-Moll）が、同じ調に移し換えられることにより、同時的に組み合わさる。前者を主題A、後者を
主題Bと呼ぶことにする。
また、課題の中盤、第16小節に初出し、第20小節以降に反復進行で現れる表情的な動機がある。
アクセントを付された倚音とその解決による、いわゆる「溜め息」の音型。これも有効な素材と見な
すことができる。これを主題Cとする。
さて、2つの実施を比較して見ていこう。
冒頭をc-Mollでスタートし、第7小節1拍目でg-Mollに終止するまでが、第1のセクションである。
前述したように、冒頭課題バスの主題Aに対し、第7小節後半からの主題Bをc-Mollに移調して組み
合わせるのが定石である。新井の実施は、対旋律たる主題Bをソプラノに置き、順当に内声を和声的
に埋める。第3小節以降は、おおむね順次進行的で、穏やかな上下の起伏を描く旋律線を聴かせて、
属調（第7小節）へ終止する。これに対し、木下の実施では、まず、ソプラノ声部をまるまる6小節間
休止させ、その先g-Mollでの主題Aの提示に温存する。冒頭の主題Bの組み合わせはテノールで、す
なわち、テノールとバスの2声での対唱となる。そして、アルトは第3小節で（おそらく、課題作者
も想定していないであろう）主題Aを奏しての入りとなる。結果、バス、アルト、ソプラノで主題A
の階梯導入を構築することになる。
第7小節からは、課題バスに主題Bがまずg-Mollで、続いてB-Durで示される。ここでは、両者の
実施とも、それぞれソプラノに主題Aを順当に組み合わせる。
第12小節での矢継ぎ早な和声連結を経て、第13小節で c-Mollに戻って新しいセクションになる。
課題第16小節初出の主題Cを使いうる部分だが、両者の実施とも、各声部にこれを散りばめての反
復進行を書いている。木下の実施では、第15 ～ 16、第18 ～ 19小節のテノールに、拍節を違えたス
トレット風の主題Cを挿入している。
第20小節からは、課題バスが主題Cに固執するようになり、和声構造は属七の和音の順進行連鎖
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となる。ただし、課題バスの各1拍目が休符であること、また、前述のとおり、主題C自体が倚音を
含むこと（この場合、属七の和音の根音への倚音）により、減三和音ないし減七の和音が連鎖して立
ち現れることになり、和声的な色彩を作り出す。ここで、新井は、上三声に和声音の半音階進行の妙
を描く。木下は、ソプラノに表情を与え、2小節単位の旋律の反復進行を書く。
第23小節の属七が増六の和音に読み替えられて、第24小節でc-Mollのドミナンテとなる。第25小
節から第29小節の半終止までは、楽曲の再現部といえる第30小節に先んじて主調c-Mollへの回帰を
示す部分である。ここでも、両者の実施は、ともに主題Cを駆使する。しかし、新井がc-Mollの保調
的なオーソドックスな和声を書くのに対し、木下は再現部を前にした主調回帰を嫌い、その響きを巧
みに回避する。第25小節1拍目では代理和音Ⅵの第1転回形で主和音を避け、第26小節ではナポリの
六に先行する当該調ドミナンテ（Des-Dur）を、第27小節2拍目では下属調（f-Moll）ドミナンテを、デ
コラティフに聴かせている。
第30小節からの再現部では、新井は、楽曲冒頭部と同様の主題組み合わせ、和声付けを行う。第
32 ～ 34小節からの3小節間も、第3 ～ 6小節をコンデンスしたようななだらかな起伏の旋律を書く。
一方、木下は、第30小節こちらではさすがに主題Bをソプラノに置いて組み合わせ、4声体でスター
トさせるが、第32小節に主題Aを組み合わせるところは忘れていない。また、第34小節での課題バ
スの装飾には偶成和音を充てている。
第35小節からはコーダ。主音によるバスの保続である。ここで、両者とも主題Cを使うが、新井は、
（特に第36小節でges音を使うことにより）第20 ～ 23小節の和声の半音階進行を再現してみせる。木
下のほうは、Ⅳ度とそのドミナンテを使ったむしろオーソドックスな和声を聴かせている。
（つづく）
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（注）　Paul Fauchet, Quarante leçons d’harmonie. 1er volume: partie donnée. Paris: Editions Salabert, 1939.
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